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◼ 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

◼ JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

◼ 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

◼ 写真資料について 

このレポートを補足する資料として必要な場合は、 文中に貼り付けて下さい 

 

開催地域の様子 バルセロナの都市部から車で１時間以上離れたリゾート地でキャンピングカーで宿泊できる施設併

設でした。マリーナとしての設備はなく、ビートからの出艇でサポートボート・レース運営艇も別マリー

ナから出ていました。 

宿泊場所 大会会場より徒歩圏内の１戸建を予約しましたが、会場内バンガローに宿泊できたのでそちらを利

用しました。 

大会のサポータ

ーへの対応は 

大会期間途中から、ボートパークへの立入り禁止と制限されました。 

選手たちのコン

ディションいつも

とどうでしたか？ 

日没時間が２２：００頃と日が長く体調を崩す選手がいるのではないかと心配していましたが飛行機

内・バスの車内でしっかり睡眠が取れた事と、２日間の前入りをしたことにより時差などの影響を受け

ることなくレースに臨めていたと感じました。 

サポーターとして 

気をつけたこと

は？ 

選手の睡眠時間が取れるように気を付けていました。日没直後でまだ明るい中で就寝する必要があ

りました。また選手同士の結束強化の目的でバンガロー１棟に選手全員で泊まる形にしたため、結

束は強化されましたが睡眠時間確保に問題があったので気を付けていました。 

海外の選手を見

て感じたことは？ 

軽量級の選手が多くいたように思われます。具体的には３０㎏台と思われる選手が決して少なくない

という感じでした。 

日本の選手を見

て感じたことは？ 

 

日本食を充分持参し食事面では問題は感じられませんでしたし、気候も過ごしやすい環境でしたの

で、いつもと変わらない感じでレースに臨めたと思います。 



Spare dayの 

過ごし方は？ 

出艇が３日間、出艇はしたがノーレースになった日が１日の計４日間、うねりと風でレースができませ

んでした。そのため Spare dayはありませんでした。出艇禁止のアナウンスも遅かったです。 

日本チームとして 

の課題はありまし

たか 

全員がゴールドフリートを目標に掲げていましたが結果できませんでした。ヨーロッパの上位選手と

比較してレベルの高いレースを慣れしていないように感じました。 

ＪＯＤＡへの要望 コーチとの合同合宿（ホテル以外で自炊）を計画していただきたいです。海外遠征レースの補助金な

どがあれば嬉しいです。 

その他 ほかの国は３役のみでの参加が多数でした。コロナも終息傾向にあり出国・帰国制限も解除されつ

つあります。今後は３役のみで問題ないと思います。今回は特に問題はありませんでしたが、国際レ

ースに精通した専門のコーチは必要でした。 

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


